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ンテナ）の開発（図 1）（特許）、同じく共同研究による新規 GaN ダイオードを用いた大電力（現状





























































































































統合失調症患者群 20 名と健常者群 20 名の視床から内包前脚に抜けて前頭葉へ伸びる左右半球の神経線
維束をMR-DTI を用いた神経線維追跡法により解析し，追跡開始領域における線維束断面積を比較す
ると，統合失調症患者においてこの部位の白質線維接続が，線維の絶対量は変化していないもののその
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図 2: 鉄塔構造の対称性に基づいて同相（Common）差動（Differential）分解された三相 2 回線の線路



















ここで，もし，どんな不確かさΔについてもΔ =W－1 Δ Wが成立するようなW（の集合）が存在したと
考えてみよう．このとき，図 1は，GをWGW－1 と置き換えても同じ閉ループ系を表すことになる．よ
って，「Δの持ちうる最大のゲインとWGW－1 のゲインの積が 1未満になるWが存在する」ことがより重











ば u(t); kT 侑 t < (k + 1)T を W~ũk という関数に写像するようなものである．ここで，ũkは，区間 kT 侑 t < 
(k+1)T を 3 等分し，それに応じて u(t) も 3 等分したものを縦に並べたベクトル関数であり，W~は 3×3 
の行列である．このようなWがW－1 Δ W= Δを満たすためには，一般的な状況で考えれば，行列W~はブ
ロック市松行列と呼ぶ図 2 のような複雑な（零 /非零）構造を持つ必要がある．この構造の複雑さが理
論の記述や数値計算において何かと厄介を引き起こすが，適切に定義される置換を通してこれは図 3 の













とするものです。真空遮断器の高電圧化では我が国が世界に先駆けており、既に定格電圧 80 kV までが
電力システム等で使われていますが、将来はより高い電圧階級への適用が検討されています。国内では
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も同様の現象が起こることが示されている [2]．これ利用したメタ物質における EIT 現象についての研
究も盛んに行われている [3]．メタ物質を用いることで，対象となる電磁波の周波数を含めた様々なパ
ラメータを自由に設計することができる．本研究では，Q値の低い共振として電気ダイポール共振を，
Q値の高い共振として 2 重リング共振器の反対称共振を用いた．図 (a) にその構造と電磁場の伝搬方向
および電場 E，磁場 Bの向きを示した．表面の I 型の構造が電気ダイポールアンテナとしてはたらき，
裏面の ω型の構造が二重リング共振器としてはたらく．電磁波の電場成分によって，電気ダイポールア






成し，実験を行った．両共振器の中心軸の距離が d = 3mm，5mmの 2 種類のメタ物質 1 層に対して透
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大な計算時間を要する．たとえば 32Mbit SRAM を歩留まり 90%で製造する場合，各セルに要求され
る不良率は 3×10－9 以下となる．この場合，信頼区間 90%，精度 90%の時，3.3×1010 のサンプル数が必










図 2のような 6トランジスタ SRAM の不良率解析に提案手法を適用した．全てのトランジスタの閾
値電圧をばらつきパラメータとする場合（6変数）について，本手法と手法 [1] の比較結果を図 3 に示す．
横軸は SPICE の実行回数，縦軸は不良率であり，少ない回数，すなわち図の左の方で収束を得るほど，
早く歩留まりが計算できることを意味する．手法 [1] については，IS に用いる代替分布算出に用いるサ
ンプル数として 104 と 105 の 2 通りとしている．
提案手法では 104 回の SPICE 実行で 3× 10－9 という正確な不良率が得られた．この結果は，一般的な
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能メモリでの n行 1列での消費電力がピーク電力に相当しますので、それは nP*×（τ*/T）になります。
この時間Tは任意に設定できるのでピーク電力が等しくなるようにするとT=（n/m）×τ* が得られ
ます。従って、ADL＋機能メモリでのソーティングに要する消費電力は nmP*×（τ*/T）=m2P* となり、
処理時間は nT=（n2/m）×τ * となります。全加算器の消費電力、遅延を 2入力の論理回路のそれらと
比較すれば大きいと予想されますが、概算ではほぼ等しいとして P≒P*、τ≒τ* と置けるので消費電
力における改善比はやや小さくなって、m/n2 に減少し、一方、処理時間はやはり改善比はやや小さく

























電子サイクロトロン電流駆動（Electron Cyclotron Current Drive, ECCD）はブートストラップ電流
を抑制し回転変換分布に危険な有理面を生じさせない手法として提案され、現在、ヘリオトロン Jにお





























































































































20 度（磁気赤道の周辺± 10 度）に広がる地上観測網の構築を目指している。
ESFが日々変動を引き起こす要因については、（1）赤道低緯度電離圏の南北半球対称性、（2）Large-













電体が局所的に帯電し , 最悪の場合絶縁破壊を起こした事例も存在する . このような問題に対し , 衛星
からイオンや電子を放出することによって帯電を緩和し , 人工衛星が破壊されるリスクを小さくする研








クーロン力によるフォーメーションフライト：2 つ以上の帯電した衛星間の距離が , 地球周辺のプラ
ズマ環境におけるデバイ長よりも小さい場合 , プラズマによるデバイ遮蔽の効果が及ばないため , これ
らの衛星はお互いにクーロン力を及ぼすことができる . デバイ長が十分に大きな領域（例えば静止軌道
上）ではクーロン力によるフォーメーションフライトが可能であり、例えば、2 つの衛星が互いに距離








ライトは不可能である . 一方で , 高度数百 kmの地球近傍であれば地球磁場によりローレンツ力が働く
ため , これにより帯電した衛星の軌道制御が可能となる . 地球を周回する非帯電衛星（ターゲット）を
基準とし、ターゲット衛星から僅かに離れた距離にあり地球を周回する帯電衛星（チェイサー）の相対
的な軌道の解析を行っている。現在は , どのように帯電量を変化させれば , 地球赤道面に平行な円軌道
上において、基準点（ターゲット）の周辺領域において、任意の位置から別の任意の位置へ移動出来る
か , あるいは任意の軌道から別の軌道へ遷移できるかについて検討を進めており、基準点近傍領域で線
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